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研究成果の概要（和文）：本研究はランダムサンプリングやスノーボールサンプリングにより代表性を担保する
形でTwitterデータを収集する方法を検討した。二段階のサンプリングデザイン（一段目はアカウントの抽出、
二段目はツイートの全数抽出）により得られたツイートデータから、ツイート数や抽出されたトピックの質量と
もに高い代表性が得られることが明らかとなった。スノーボールサンプリングによる結果は、ツイート数に関し
ては母集団を十分に代表するサンプルであることが確認された。成果は情報科学分野の主要査読誌である
International Journal of Information Managementに査読を経て掲載された。

研究成果の概要（英文）：This study examined a possible way to collect Twitter data that can 
represent the Twittersphere. To do so, the study experimented with two sampling methods, one by a 
random sampling and the other by a snowball sampling. The study applied a two-step sampling frame by
 first collecting Twitter accounts by random or by snowballing networks, and then collecting Tweets 
generated by the identified accounts in the first stage. The comparison with the Firehose data 
obtained separately suggests that the data collected via the random sampling has high 
representativeness in both volume and topics, while the data collected via the snowball sampling is 
equally representative at least in terms of volume. The results are published in the International 
Journal of Information Management. 

研究分野： 政治学

キーワード： ソーシャルメディア　Twitter　ランダムサンプリング　スノーボールサンプリング　代表性　アーカイ
ブ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、ソーシャルメディアのデータが学術的な研究に利用されることが多くなったが、リアルタイムでないと収
集できないことが多いため、事後的に研究の資料として参照することが難しいという問題がある。本研究は、サ
ンプリングの知見を応用して、データベースを構築する方策を検討しており、様々な社会科学の研究に資する方
法を示している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 ランダムサンプリングの手続きにより綿密に設計された世論調査はある程度正確な民意を測
定することができる反面、膨大なコストを要する。大規模なパネル調査であっても、ひとつの選
挙で実施できる調査は選挙前後の 2 回であることが多い。その点、ソーシャルメディアから得
られるデータは、代表性はないが、日ごとの変化などより細かい時間単位でのトレンドを追うの
に適している。また、世論調査は抽出したサンプルにこちらが用意した質問に答えてもらうとい
う「非日常」の集積であるが、そのこと自体の不自然さや産み出されるバイアスも指摘されてき
た。ソーシャルメディアの分析は、データ自体が人々の「日常」の営みから産まれるものであり、
世論調査が示す民意を補完データになり得ると考えた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、ソーシャルメディアの代表格である Twitter のデータを恒常的に収集し、政治学的
な課題の解明に資するデータベースを構築することを目的とした。ソーシャルメディアの急速
な普及に伴い、政治学をはじめ社会科学全般において、その学術的な利用が進められていること
に鑑み、データを恒常的に収集する意義が認められる。ソーシャルメディアのデータは、リアル
タイムに収集しなければ散逸してしまうことが多い。一方、研究の問いは、必ずしも現在進行形
で現れるわけではなく、時として「タイムマシーン」のように、過去に遡って答えを探す必要が
ある。本研究は、このような要請に応え、研究者が様々な問いを事後的に検証できるようデータ
ベースを構築することを目的として開始された。Twitter データの収集方法として、ランダムサ
ンプリングやスノーボールサンプリングなど異なるサンプリング方法を検討することを課題に
据え、それぞれの長所を活かした収集を試みた。本研究では、これまでの研究蓄積を踏まえて、
データの妥当性・信頼性を確認しながら、政治学的な問いへの応用研究を進めることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、ランダムサンプリングとスノーボールサンプリングの 2 つのサンプリング方法を

併用して Twitter の母集団からデータベースを構築した。Twitter データを収集する際に一般的
に用いられるサンプリングは、個々の Tweet のランダムサンプリングである。Twitter 社によっ
て提供されている API（Application Programming Interface）のサービスに Tweet のランダム
サンプリングの機能が実装されているため、特定のキーワードに沿って Tweet をランダムに抽
出する方法が主流となっている。一方、本研究の目的は、キーワードに基づかずいかなる分析に
も対応できるデータベースを構築することにあるため、まず第 1 段階においてフォローする
Twitter のアカウントを収集し、第 2段階で収集したフォローしたアカウントの Tweet を全て収
集するという 2段階の収集方法を採用した。この設計は、世論調査のランダムサンプリングで採
用される多段抽出法を援用したものであり、本研究の独自性の 1つである。 
 具体的には、以下のように設計する。まず、第 1段階であるアカウントのランダムサンプリン
グに関しては、Twitter のアカウント IDが小さい数から作成順に 10桁の連番となっている特性
を利用する。最古のアカウント IDである「0000000001 番」から収集開始時点の最新のアカウン
ト ID までの数字群からランダムの値を生成し、当該 ID の主要言語の指定が日本語であればデ
ータベースに残す作業を繰り返し行う。このように第 1 段階でランダムに抽出された日本語の
Twitter アカウントをもとに、第 2段階で当該アカウントが発した全ての Tweet を抽出しデータ
ベースを完成させる。第 2段階は、サンプリングではなく全数データである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 1 Twitter データベースの構築方法 
 
 母集団の縮図となるようなデータベースを構築するためには、上述したランダムサンプリン
グが最善の方法であるが、Twitter のアカウント ID の生成方式が 2016 年に 10 桁の連番方式か



ら 18 桁の乱数方式に変更されたことに伴い、本研究はスノーボールサンプリングを併用して用
いる。仮に上記のランダムサンプリングによりランダム性の高いデータベースを構築すること
ができても、それは ID 生成方式が変更される前に作成されたアカウント群の縮図でしかない。
方式変更後に作成されたアカウントも含めてデータベースを構築するために、18 桁の乱数を発
生させてランダムサンプリングを行うことも理論上は可能である。しかしながら、18 桁に発生
させた乱数が実存するアカウントである確率は極めて低く、そのアカウントが日本語ユーザー
である確率はさらに低くなる。また、連番方式でなくなったため、新規のアカウント数と既存の
アカウント数の比率を正確に把握できず、新規サンプルの追加分を割り出すことができなくな
った。新しいアカウント ID の生成方式に対応するために、本研究はランダムサンプリングと併
用して、スノーボールサンプリングを採用する（図 1）。 
 スノーボールサンプリングは、母集団の一覧を準備できない場合に用いられるサンプリング
方法であり、あるアカウントのフォロワーを全員抽出し、さらにはそのフォロワーのフォロワー
を抽出するという手順で芋づる式にサンプリングしていく。ランダム性は担保されないものの、
より効率的にアカウントを収集することができる。また、フォロワーの関係を忠実に再現できる
ため、ネットワーク分析にも適している。起点となるアカウントの抽出には、上述した 18 桁の
乱数を発生させてランダムに選ぶ最も厳密な方法と、フォロワー数上位のアカウントからフォ
ロワーを収集するより効率性を重視した現実的な方法とを比較検討する。 
 
４．研究成果 
 
 ランダムサンプリングにより収集したツイートとスノーボールサンプリングにより収集した
ツイートがどの程度代表性を有しているかを検証するために、参院選の期間を利用し、「自民党」
「民進党」が使われる頻度をまずは確認した。母集団との一致度を見るために、Twitter 社が提
携している会社より Firehose のデータを利用し、サンプリングデータと比較した。 
 図 2はランダムサンプリングにより得られた約 160 万件のサンプルと Firehose から得られた
母集団のツイート量のトレンドを比較したものである。双方は相似形を成していることが確認
できる。二次元にプロットした図 3 では自民党の相関係数が.986、民進党の相関係数が.974 と
高い数値を付けている。また、ここでは割愛するが、時系列データであることを踏まえて階差を
取った場合においても、自民党が.963、民進党が.970 と高い相関係数を付けた。少なくとも量
的な観点からはサンプリングデータが母集団を十分に代表していることが確認できた。 
 次に、Latent Dirichlet Allocation (LDA) (Blei, Ng, & Jordan, 2003)のトピックモデル
により 100 のトピックを抽出し、トピック割合をサンプリングデータと母集団の双方で計算し、
二次元にプロットした（図 4・図 5）。自民党は.985、民進党は.974 といずれも高い相関係数を
付けた。これにより質的にもランダムサンプリングのデータは母集団と大きく違いはないこと
が確認できた。 
 最後に、スノーボールサンプリングにより得られた約 3300 万件のアカウントをもとに約 5億
件のツイートを取得し、同様にトレンドの比較を行った結果が図 6、図 7に示されている。ここ
でも自民党が.990、民進党が.983 と高い相関係数を付けており、スノーボールサンプリングに
よりランダム性が大きく損なわれることはないことが確認できた。 
 以上の知見を、下記の文献（Hino, A. and Fahey, R. ‘Representing the Twittersphere: 
Archiving a representative sample of Twitter data under resource constraints.’ 
International Journal of Information Management, Vol. 48, 2019, pp. 175-184 (doi: 
10.1016/j.ijinfomgt.2019.01.019).）において発表した。データの量が大きいため、トピック
モデルによる質的な確認まで至っていないが、質的側面、量的側面の両方の観点からサンプリン
グデータの代表性を確認することが今後の課題である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 ランダムサンプリング（160 万サンプル）と母集団のツイート量のトレンド比較 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 ランダムサンプリング（160 万サンプル）と母集団のツイート量の相関 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 ランダムサンプリング（160 万サンプル）と母集団のトピック割合の相関(自民党) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 ランダムサンプリング（160 万サンプル）と母集団のトピック割合の相関(民進党) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 スノーボールサンプリング（3300 万サンプル）と母集団のツイート量のトレンド比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 スノーボールサンプリング（3300 万サンプル）と母集団のツイート量の相関 
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